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１．はじめに 

平成24年3月7日，新潟県上越市板倉区国川地区

で地すべりが発生した．その規模は，幅150ｍ，長さ

500ｍ，移動土砂量は75万ｍ3に及ぶ．人的被害は無

かったものの，住宅4棟を含む建物11棟が損壊して

いる．この地すべりについて，災害調査団の一員と

して現地調査に参加した．今回は，空中写真判読や

気象状況を踏まえて，その調査結果を報告する． 

２．位置および地形 

対象地は，新潟県上越市の高田平野南東，関田山

脈を含む東頸城
く び き

丘陵の西向き斜面に位置する．山地

の頂部は標高250m程度のやや定高性のある尾根筋が

北東－南西方向に発達する．地すべり箇所周辺の斜

面勾配は20°以下と緩いものの，起伏のある地すべ

り地特有の地形を呈する．また，この地域は日本有

数の地すべり地形の発達が著しい地域でもある 1）． 

 

図-1 調査地位置図2） 

（地理院地図（電子国土web）より作成） 

３．地質および構造 

この地域に分布する基盤岩は，新第三紀須川層の

塊状黒色泥岩（Sm）であり，それを前期更新世猿橋

層の礫岩（Sc）が覆う．尾根頂部付近には高角度の

逆断層である木
こ

成
なり

断層が北東－南西方向に認められ，

これを境に泥岩と礫岩が接している．なお，この断

層は，高田平野東縁に位置する活断層帯の一つであ

る可能性が指摘されている 3）． 

 

 

図-2 調査地周辺の地質図4） 

４．地すべり状況 

地すべり土塊は，斜面から平坦地にまで流出して

おり，平坦地では積雪を押し出して家屋にまで到達

している． 

 

写真-1 地すべり頭部 

 

写真-2 地すべり末端部 
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５．応急対策工事 

地すべり活動抑制のための水抜きボーリング，流

出土砂から家屋を守るための導流堤，異形ブロック

積み等が計画・施工されている 5）． 

 

写真-3 応急対策工事状況 

６．地すべり発生要因 

地すべり発生要因（素因・誘引）は以下の 7 つを

想定した． 

① 須川層塊状黒色泥岩 

新第三紀の堆積軟岩で，初生的に固結度が低い． 

② 猿橋層礫岩 

地すべり頭部に分布する礫岩がキャップロックと

して地下水を貯留・涵養し，自重および地下水供給

により下位層を劣化させる． 

③ 活断層の存在 

地すべり頭部に分布する木成断層の活動による劣

化，分離面（すべり面）の形成． 

④ 地すべり履歴 

空中写真判読より地すべり地形（二次すべり含む）

が認められる． 

 

写真-4 空中写真判読結果 

（国土地理院空中写真C CB-76-6 C4-12より作成） 

 

⑤ 降雪と気温変動 

降雪と気温変化よる融雪水の供給． 

 

図-3 最高-最低気温グラフ 

（高田気象台観測データより作成） 

⑥ 地震 

地すべり発生前年の3月12日に長野県北部新潟県

境付近を震源とするM6.7の地震が発生6）．新潟県上

越市は震度5強の揺れを観測している． 

⑦ 人口改変 

地すべり頭部付近は土取り場として掘削されてい

る． 

７．まとめ 

前述の発生要因等による影響度を踏まえた地すべ

り発生機構の解明のための地質・地下水調査，移動

観測等の立案が，技術者の腕の見せ所であり，効果

的な対策工事の設計・施工の要となる．また，これ

らの情報を検証・解析した地元技術者による地域防

災計画の高度化が期待される． 
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